
事実 要因１ 要因２ 要因３ 要因４ 要因５

チェーンが把持部に
接触して液が漏れた

フランジ間に隙間が
できた

フランジの不良 フランジ面の不良
フランジ面に傷があっ
た

×

閉止フランジ表面に傷らしきものが確認されているが、インパクトレンチ
によりガスケットと閉止フランジの面が通常の締め付け力で締め付けら
れていない状況では漏えいの原因となる可能性はないと考える。（添
付資料－11参照）

フランジ面に異物が付
着していた

× 異物については確認されていない。（添付資料－11参照）

フランジの変形・破損 × 観察の結果、変形や破損は確認されなかった。（添付資料－12参照）

金属ガスケットの不良 Ｃリング面の不良 Ｃリングに傷があった × 観察の結果、傷は確認されなかった。（添付資料－11参照）

Ｃリングに異物が付着
していた

× 異物については確認されていない。（添付資料－11参照）

フランジ締め付け時に
ガスケットがずれた

×
ガスケットはフランジ部に引っ掛ける構造となっており、ずれることはな
い。また、前回据付け時にずれがないことを確認している。

金属ガスケット面の不
良

金属ガスケット面に異
物が付着していた

× 異物については確認されていない。（添付資料－11参照）

ガスケット材料選定不
良

× 材料選定フローにしたがって適切な材料が選定されている。

設置ガスケットの不良 材質が設計と異なる ×
前回据付け時の材料確認にて、設計通りのものであることを確認して
いる。

ガスケットが不良品 ×
ガスケット購入時の品質管理記録及び据付け記録により健全であるこ
とを確認している。

ボルトの不良
フランジ締め付け時の
不良

締め付けトルク過大
（ボルト損傷）

×
締め付け時に使用したインパクトレンチのトルクを測定した結果、過大
なトルクが発生していないことを確認した。（添付資料－13参照）

締め付けトルク不足 ○
締め付け時に使用したインパクトレンチのトルクを測定した結果、所定
の性能が出ていないことを確認した。（添付資料－13参照）

片締め ×
片締めにならないことをモックアップにて確認している手順に基づき締
め付けを行っている

締め付けトルクのバラ
ツキ

△
インパクトレンチに所定のトルクが出ておらず水平方向で使用した場
合、ボルトに伝わるトルクが低下する可能性がある。（添付資料－13参
照）

ナットの不良
ネジ山部に異物が噛
み込んだ

× ボルトが閉止フランジ面に接触するまで締め付けられている。

配管に亀裂が発生し
た

×
溶接検査の記録、カメラによる溶接線の状況を確認し問題なしことを確
認している。また、計算による評価により健全性を確認している。（添付
資料－14, 15参照）

評価
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閉止フランジの変形確認結果 

 

閉止フランジについては、フランジシール面、閉止フランジ把持部取付棒の変形有無確認

を実施した。 

結果は以下のとおりであり、有意な変形は確認されなかった。 

 

１．フランジシート面の変形確認 

【方法】：遠隔型直尺をフランジシール面に当て、変形（うねり）の有無を目視にて確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】：水平、鉛直方向ともにフランジシール面と直尺の間に隙間は確認されなかったこ

とから、変形（うねり）はないと判断できる。 
 

２．閉止フランジ把持部の変形確認 

【方法】：遠隔型スコヤ※を把持部（取付棒）へあて（３方向）、変形の有無を目視にて確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】：3方向とも取付棒の変形は確認されなかった。 
 
※スコヤ：直角を出すためのガイド 
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